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１ はじめに 

常総粘土層は，千葉県北部から茨城県南部にかけて

の台地において，関東ローム層直下に広くみられる火

山灰質の粘土層であり，上位の関東ローム層および下

位の砂層と比べて透水性が悪い。安原ほか 1)によれば，

筑波台地における常総粘土層の透水係数は 10-6～

10-9cm/sec，上位関東ローム層では 10-3～10-5cm/sec
のオーダーとなっている。このような台地では，一般

的に下位の砂層に不圧の地下水面が存在し，常総粘土

層上には関東ローム層中を浸透してきた降水がたまり，

宙水が形成される。この宙水は粘土層上面を低い側へ

流下するほか，時間をかけて下位の砂層へ浸透するた

め，降雨の少ない時期や粘土層が薄い場合では，宙水

がみられないこともある。一方で，風岡ほか 2)のとお

り，豪雨時に常総粘土層上の宙水の水位が急上昇し，

地表面より高くなる現象が起き，台地上の畑が冠水す

ることがある。とくに近年では，全国的に集中豪雨の

回数，雨量ともに増加傾向にあり，常総粘土層上のロ

ーム層が薄い地域で冠水しやすくなっていると考えら

れ，北総台地では根菜類のニンジンの栽培などが被害

を受けやすくなっている。 
北総台地において冠水が起きやすい場所を把握す

るためには，常総粘土層の分布と関東ローム層の厚さ

を調査する必要がある。加藤ほか 3)では，富里地域に

おける常総粘土層の上面が北西方向に傾いていること

が確認されている。本研究では，富里地域を含む北総

台地中部から北部にかけての常総粘土層と関東ローム

層の深度分布について検討した。 
 
２ 北総台地の概要 

 北総台地は，北側の利根川支流である河川および南

東方向の九十九里平野へ流下する河川群により開析さ

れ，谷が複雑に入り込んだ地形となっている。台地上

の平坦面は標高 40ｍ前後で，多くが畑地として利用さ

れている。風岡ほか 2)では，豪雨時の浸水域は富里地

域の中部から南部にかけて多く観察されている。また

小玉・鈴木 4)は地盤変動の指標として，千葉県北部か

ら茨城県南部の常総粘土層上面の変化を追っているが，

これによれば，当地域の常総粘土層上面は標高約 30
～40ｍである。 
 
３ 常総粘土層と関東ローム層の深度分布 

 既存のボーリング資料によれば，この地域の台地部

の地質の概略は，一般的に最上位から表土，関東ロー

ム層，常総粘土層，火山灰質砂層，中砂～細砂となっ

ている。地質断面の 1 例を図１に示す。常総粘土層に

ついては，谷沿いの台地縁辺部から斜面にかけて，薄

くなっているかあるいは全くみられない。ボーリング

資料，現地調査結果の対比から，常総粘土層の上面分

布（図２）は、南部で標高約 40ｍに位置し，北西側に

向かって低くなり，印旛沼近辺では 30ｍ以下であり，

加藤ほか 3)同様に小玉・鈴木 4)の広域の分布図にみら

れる北西落ちの傾きと合っている。また，常総粘土層

の下面についても同様の傾斜がみられ，地殻変動によ

る結果と考えられる。層厚は 0.4～2.5ｍと差があり，

南部で厚い傾向があるが，成田空港西辺など台地中央

部においてもみられない地域がある。 
一方，関東ローム層の厚さはほぼ 1～3ｍであり比較

的差がない地域と変化が大きい地域があるが，とくに

薄い場所では 1ｍ未満であり，豪雨時に冠水する可能

性がある。常総粘土層が厚い場合には，溝を掘り込ん

でも水抜き効果が期待できないが，雨水の流出に関し

ては周辺の微地形や常総粘土層上面の傾きにも考慮す

る必要がある。この他冠水域の把握には，時間・総降

水量との検討も必要である。 
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図１．地質断面図（断面線は下図２のA－A’） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．常層粘土層上面標高(m) 
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